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　一村が御殿のようだと

いって喜んでいたが心不

全で生涯を終え、11 日

間しか住めなかった家。

　一村終焉の地から移築

された。

　昭和 34 年秋頃、一村

は梅乃屋（奄美最初の住

まい）から当時の奄美和

光園官舎に移り住んだ。

　旧官舎は和光トンネル

の付近にあったとされて

いる。

　一村が働いていた紬工

場の跡地付近。一村は奄

美大島の伝統工芸品であ

る大島紬の染色工として

働いていた。

　一村が 1977 年９月

11 日に心不全で生涯を

終えた、田中一村終焉の

地。終焉の地付近にある

橋には後年、一村の名前

が名づけられた。

　1977年、一村が宮﨑

鐡太郎さんと数人に絵を

見せた場所。現在は山羊

島ホテルに改名され、建

て替えられている。

　奄美大島の新たな特産
にしようと陶芸を始めた

宮﨑
てつたろう

鐡太郎さんの窯跡地

付近。一村は宮﨑さん夫

妻と気が合ったようでよ

く足を運んでいた。

　一村は毎朝、歩行訓練

といって本茶峠を歩い

た。本茶峠（龍郷町側）

は 1 月末から 2 月初旬ま

で緋寒桜のスポットとし

て知られている。
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　栃木県出身の画家、田中
いっそん

一村は 50 歳の時に千葉から奄美へ移住し、昭和 52 年に 69 歳で生涯を閉

じるまで全身全霊を傾けて奄美の自然を描きました。一村の人生に想いを馳せることができる、ゆか

りの地を紹介します。
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